
地域的・地球的課題の解決に取り組む視点を養う「未来に向けて」を40か所に設置しています。
各地の取り組みから、よりよい未来を構想するためのヒントを得られるようにしています。

巻頭「未来に向けて　よりよい社会を目指して」
巻頭で、SDGsの17の目標とその実現に向けた世界と日本の取り組みを紹介しています。
帝国書院の歴史的分野・公民的分野の教科書でも同様のページを設置し、中学校社会科
の学習全体を通して「持続可能な社会の実現」を意識づけられるようにしています。

特設ページ・コラム「未来に向けて」
歴史的分野・公民的分野と共通する「環境・エネルギー」「防災」「人権・多文化」「平和・安全」「情報・
技術」「伝統・文化」の６つのテーマから、未来の社会をつくる取り組みを紹介しています。

「未来に向けて」　掲載ページ一覧（全40か所）
環境・エネルギー 人権・多文化 情報・技術 防災 平和・安全 伝統・文化

アジア州 p.61 p.55
ヨーロッパ州 p.73、75 p.67
アフリカ州 p.85

北アメリカ州 p.97 p.95
南アメリカ州 p.111
オセアニア州 p.121、125

九州地方 p.173、177、182 p.171
中国・四国地方 p.198 p.187 p.189

近畿地方 p.209 p.205 p.203 p.216
中部地方 p.223 p.232 p.221 p.229
関東地方 p.243 p.248 p.237
東北地方 p.253、264

北海道地方 p.275、277 p.280 p.269

その他
p.156-157 p.161、290 p.149

巻頭1-2 「よりよい社会を目指して」

⬆p.277

⬆p.189

⬆p.229 ⬆p.243

⬆p.248

⬆p.253

⬆巻頭1-2
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SDGs11「住み続けられるまちづくりを」にも関連する「防災」については、特に丁寧に扱って
います。また、第４部「地域のあり方」では、地理的分野のまとめとして、「持続可能な社会の
実現」に向けた探究活動に取り組めるようにしています。

防災
本文（p.146-149）で、日本で発生す
る自然災害と防災・減災への取り組
みを学び、「アクティブ地理」（p.150-
151）では、クロスロードやハザード
マップを用いて、自分たちの住む地域
で必要な備えについて考えられるよ
うにしています。

地域のあり方
地理的分野のまとめとして、これまでの学習で身に付けてきた知識・技能や思考力、判断力、表現力
を生かして、テーマ設定→実態調査→課題の考察→解決策の構想→解決策の提案に取り組めるように
しています。一連の流れと方法を具体的に示すことで、無理なく実践できるようにしています。
地域の課題の分析と、その解決に向けた構想に取り組むことで、課題を「自分ごと」として捉え、主体
的に社会に参画する態度を養えるようにしています。

⬆p.146

⬆p.148

⬆p.150-151

⬆p.284

日本で発生する自然災害について記述し
ています。
地形や気候などの自然条件との関わりを
理解できるようにしています。

防災や減災への取り組みを理解できるよ
うにしています。
災害発生時の公助・自助・共助とともに、
どう行動すべきか日頃から考えておくこ
との大切さを記述しています。

これまでの学習で身に付けた知識・技能
を生かして、クロスロードに取り組んだ
り、ハザードマップの読み取りを行い、
自分の住む地域で起こりうる自然災害
と、災害に対する備えを「自分ごと」と
して考えられるようにしています。
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